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Ⅱ．目的
　 今回の調査では、以下の点について調査を行 った。
①牛
　 昨年度、我々は牛における舌扁桃の分布状況の調査
を行い、それまで未調査であった20ヶ 月齢以下の牛
か らも明瞭な舌扁桃が認め られ ることを明 らかに し
た。その中で0ヶ 月齢の牛からも明瞭な舌扁桃が認め
　られたことか ら、胎齢からのどの段階で舌扁桃が形成
され始めるのか調査 を試みた。
②めん羊
　 めん羊の舌扁桃 は、牛 と同様に特定部位 に指定され
てお り、と畜場での除去と焼却が義務づけられている。
　しか し、めん羊の舌扁桃に関 しての文献[4]は 少な く、
その分布状況は把握で きていない。そのため現在の と
　ころ、めん羊の舌扁桃 除去は牛 に準 じて行 っている。
そこで今回、 と畜場 に搬入 されためん羊の舌扁桃の分
布状況 を調査 し、その除去方法の検討を行 った。
Ⅲ.研 究方法
　管内 と畜場 に搬入 された胎齢4～9ヶ 月の牛胎児17
頭、0～1ヶ 月齢の牛5頭 及び0～36ヶ 月齢 のめん羊
14頭 の舌 を検体 として、10%緩 衝 ホルマ リン固定後正
中線で左右 に分割 し、左半分について舌根部か ら舌尖部
方向へ約4ｍ ｍ ずつ細切 した。その後、常法に従いパラ
フィン切片 を作成 し、ヘマ トキシリン・エオジン染色後、
鏡検 し、扁桃組織を確認 した。
Ⅰ.は じめに
　平成13年9月 に我が国でBSE(牛 海綿状脳症〉が発
生 して以来、と畜場では病原体が高度に蓄積 される部位
を特定部位 として除去 している。[1]特定部位の頭部には
脳、眼、扁桃が含まれ、扁桃について も適切 に除去す る
よう通知 されている。[2]
　牛 とめん ・山羊の扁桃 は口蓋、咽頭、舌扁桃の3つ に
分けられ、口蓋、咽頭扁桃の除去は確実に実施されてい
るが、舌扁桃は舌根部表面に内在するため、分布状況が
正確に把握で きていなかった。
　そこで昨年度、我々は牛の舌扁桃の分布状況 を調査 し、
平成18年4月 厚生労働省通知[3]を参考 とした本県の除
去方法 「舌背側面の両側の有郭乳頭分布部位か ら舌根部
までの背側面及び舌外側縁の舌表面(筋 層上方)の 除去」
で、月齢に関係 なく舌扁桃が完全に除去で きていること
を確認 した。
　 しか し、舌扁桃の発生時期や家畜別の分布状況につい
ては、未だ不明な点があるため、 さらに知見を深めるこ
ととした。
Ⅳ.結 果及び考察
①牛
　　牛の舌扁桃は、胎齢9ヶ 月頃に扁桃組織 を形成 し始
　める傾向が認め られた。また、今 回の結果と以前 に厚
　生労働科学研究事業[5][6]で 行われた調査結果を踏ま
　え、牛の舌扁桃 の月齢 ごとの分布状況を把握すること
　ができた。
②めん羊
　　めん羊の舌扁桃 は、牛 と同様 に粘膜固有層のみに存
　在 し、最後位有郭乳頭付近(下 図)に 分布する傾向が
　認め られた。よって、これまで通 り、めん羊の舌にお
　いて も牛 に準 じた除去方法が適切であることが確認さ
　れた。
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